
Lady Farmer

くりやまの農家に嫁いで

農
家
の
嫁
と
し
て
感
じ
た

魅
力
を
伝
え
た
い

　

栗
山
町
の
基
幹
産
業
は
農
業
で

す
。
土
地
や
気
候
に
も
恵
ま
れ
、

た
く
さ
ん
の
農
畜
産
物
が
生
産
さ

れ
て
い
ま
す
。
昨
年
に
は
、
町
内

で
生
産
さ
れ
た
米『
ゆ
め
ぴ
り
か
』

が
日
本
一
の
称
号
を
得
る
な
ど
栗

山
町
の
農
業
は
全
国
的
に
も
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

栗
山
町
に
は
、
20
～
40
歳
代
の

若
い
農
家
の
お
嫁
さ
ん
た
ち
が
集

ま
っ
た
グ
ル
ー
プ
『
く
り
や
ま
農

業
女
性
塾
』（
以
下
、
女
性
塾
）
が

あ
り
ま
す
。
女
性
塾
は
町
外
か
ら

嫁
い
で
き
た
お
嫁
さ
ん
に
と
っ
て

貴
重
な
交
流
の
場
で
あ
り
、
情
報

交
換
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の

ほ
か
に
も
女
性
塾
で
は
、
町
外
の

農
業
関
連
施
設
な
ど
の
視
察
研
修

や
、
農
業
女
子
と
し
て
将
来
役
立

つ
基
礎
学
習
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
年
度
、
塾
生
た
ち
は

新
た
な
目
標
を
立
て
、
農
家
の
嫁

と
し
て
の
情
報
を
発
信
す
る
こ
と

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
交
流

を
通
し
て
自
分
た
ち
が
食
べ
て
い

る
も
の
や
生
産
し
て
い
る
も
の
な

ど
、
暮
ら
し
に
関
係
す
る
あ
ら
ゆ

る
も
の
に
つ
い
て
知
恵
を
出
し

あ
っ
て
そ
れ
を
一
冊
の
『
く
り
や

ま
か
ま
ど
帖
』（
3
月
下
旬
完
成

予
定
）
に
お
さ
め
て
栗
山
の
魅
力

を
発
信
し
よ
う
と
い
う
も
の
で

　

塾
生
一
人
ひ
と
り
が
栗

山
で
の
暮
ら
し
で
得
た
こ

と
や
、
自
分
た
ち
が
生
産

し
た
農
畜
産
物
を
使
っ
た

レ
シ
ピ
な
ど
を
綴
っ
た
内

容
盛
り
だ
く
さ
ん
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
で
す
。

　「
か
ま
ど
」
と
い
う
言

葉
は
、
調
理
器
具
や
、
所

帯
（
家
庭
）
と
い
う
意
味

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
家

の
主
で
あ
る
夫
を
支
え
、

家
族
の
食
生
活
を
料
理
で

支
え
る
農
家
の
お
嫁
さ
ん

を
イ
メ
ー
ジ
し
「
く
り
や

ま
か
ま
ど
帖
」
と
ネ
ー
ミ

ン
グ
し
ま
し
た
。

　
3
月
下
旬
の
発
行
を

目
指
し
て
現
在
も
編
集
中

く
り
や
ま
か
ま
ど
帖

と
は
？

【問い合わせ】農業振興公社（役場内）　☎ 73-2500

す
。
自
分
の
家
で
生
産
し
て
い
る

野
菜
を
使
っ
た
食
事
の
レ
シ
ピ

や
、
普
段
の
暮
ら
し
か
ら
気
づ
い

た
こ
と
な
ど
一
人
ひ
と
り
の
個
性

が
生
き
た
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
も

の
に
な
り
ま
し
た
。

改
め
て
気
づ
い
た
　
　
　

栗
山
の
魅
力

　

栗
山
の
魅
力
っ
て
何
だ
ろ
う
？

長
い
あ
い
だ
住
ん
で
い
る
と
当
た

り
前
に
な
っ
て
し
ま
う
の
か
栗
山

の
良
さ
が
分
か
ら
な
く
な
る
時
が

あ
り
ま
す
。
農
家
の
お
嫁
さ
ん
は

町
外
か
ら
嫁
い
で
き
た
方
も
多

く
、
農
業
に
関
係
の
な
か
っ
た
家

庭
で
育
っ
た
人
も
い
ま
す
。

　

塾
生
た
ち
も
、
こ
の
取
り
組
み

か
ら
感
じ
得
た
こ
と
も
多
い
よ
う

で
す
。
栗
山
や
農
家
の
魅
力
に
改

め
て
に
気
づ
く
機
会
に
な
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。

で
す
。

　
完
成
後
は
次
の
と
こ
ろ

で
配
布
・
設
置
す
る
予
定

で
す
。

【
配
布
場
所
（
予
定
）】

・
役
場
（
産
業
振
興
課
）

・
児
童
セ
ン
タ
ー

・
雨
煙
別
小
学
校  
コ
カ
・

コ
ー
ラ
環
境
ハ
ウ
スな

ど

く
り
や
ま
の

    　
  

　
　
　

に
嫁
い
で

農
家想いがた

く

さんつ
まった

一冊に！
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Lady Farmer

くりやまの農家に嫁いで

工
藤
さ
ん
・
・
自
然
体
験
と
い
え

ば
小
学
校
の
授
業
で
田
植
え
体
験

を
し
て
い
る
こ
と
は
す
ご
い
よ

ね
。
田
植
え
は
私
だ
っ
て
し
た
こ

と
な
い
の
に
（
笑
）。
私
は
栗
山

を
出
た
こ
と
が
な
い
か
ら
栗
山
の

良
さ
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
る
の

か
も
し
れ
な
い
な
。

井
澤
さ
ん
・
・
嫁
い
で
き
た
と
き

に
夕
日
が
す
ご
く
て
び
っ
く
り
し

た
。
実
家
の
富
良
野
は
山
に
囲
ま

れ
て
い
た
か
ら
こ
ん
な
に
き
れ
い

な
夕
日
見
た
こ
と
な
か
っ
た
。
写

真
を
何
枚
も
撮
っ
ち
ゃ
っ
た
。

山
田
さ
ん
・
・
私
は
大
変
そ
う
だ

か
ら
農
家
と
漁
師
の
家
に
は
絶
対

嫁
に
行
か
な
い
・
・
と
思
っ
て
い

た
。
ご
飯
を
作
ろ
う
と
思
っ
た
と

き
に
庭
に
行
っ
て
新
鮮
な
野
菜
を

収
穫
し
て
料
理
が
で
き
る
。
こ

れ
っ
て
す
ご
く
幸
せ
な
こ
と
だ
と

思
う
。

栗
山
に
住
ん
で
ど
ん
な
　

魅
力
を
感
じ
る
？

八
森
さ
ん
・
・
栗
山
っ
て
食
べ
物

は
も
ち
ろ
ん
だ
け
ど
春
に
白
鳥
や

渡
り
鳥
が
三
角
形
に
な
っ
て
飛
ぶ

姿
を
初
め
て
み
た
と
き
は
す
ご
い

と
思
っ
た
。
田
園
風
景
と
か
星
空

も
好
き
。
雨
煙
別 

コ
カ
・
コ
ー
ラ

環
境
ハ
ウ
ス
を
拠
点
に
し
た
環
境

教
育
は
と
て
も
い
い
と
思
う
な
。

娘
も
自
然
体
験
学
習
が
大
好
き
。

農
家
の
嫁
に
な
っ
て
　
　

感
じ
た
こ
と

山
田
さ
ん
・
・
こ
の
前
、
両
親

と
主
人
が
人
間
ド
ッ
ク
に
行
っ
た

ら
悪
い
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
け
ど

い
ろ
い
ろ
言
わ
れ
た
み
た
い
。
家

で
作
っ
て
い
る
玉
ね
ぎ
を
健
康
づ

く
り
に
い
か
さ
な
い
手
は
な
い
と

思
っ
て
、
玉
ね
ぎ
で
ペ
ー
ス
ト
を

作
っ
た
の
。
こ
れ
は
親
戚
の
人
も

血
糖
値
が
か
な
り
良
く
な
っ
た
み

た
い
。
お
う
ち
で
作
っ
て
い
る
も

の
が
皆
の
健
康
に
つ
な
が
っ
て
い

く
の
っ
て
す
ご
い
こ
と
だ
と
思
う
。

八
森
さ
ん
・
・
お
父
さ
ん
や
主
人

は
外
食
に
行
く
と
『
お
米
』
の
味

を
と
て
も
気
に
す
る
。
そ
う
い
う

の
を
見
て
い
る
と
や
っ
ぱ
り
プ
ロ

な
ん
だ
な
と
思
う
。
ふ
だ
ん
か
ら

大
事
に
育
て
ら
れ
た
も
の
ば
か
り

食
べ
て
い
る
私
っ
て
贅
沢
だ
と
思

う
。
お
父
さ
ん
も
お
母
さ
ん
も
子

ど
も
が
好
き
な
の
で
良
か
っ
た

な
。

井
澤
さ
ん
・
・
実
家
が
農
家
だ
っ

た
の
で
農
家
の
大
変
さ
は
よ
く
わ

漁師の町で育っ
たが縁あって栗
山 の 農 家 に 嫁
ぐ。自家製玉ね
ぎを使って健康
管理。二児の母

札 幌 で の 生 活 か
ら、農家の嫁へ。
栗 山 の 自 然 大 好
き。三児の母。

富 良 野 の 農 家 の
娘 と し て 育 ち、
縁 あ っ て 栗 山 の
農 家 に 嫁 ぐ。 一
児の母

生 ま れ も 育 ち も
栗 山 と い う 生 粋
の く り や ま 人。
三児の母

農業女性塾塾生募集 !

八 森 祐 希 さん（39 歳）
（札幌市出身）

山 田 美 穂 さん（39 歳）
（瀬棚町出身）

工 藤 幸 恵 さん（42 歳）
（栗山町出身）井澤紗裕理さん（27 歳）

（富良野市出身）

か
っ
て
た
け
ど
、
お
父
さ
ん
と
お

母
さ
ん
は
子
ど
も
（
初
孫
）
を
と

て
も
可
愛
が
っ
て
く
れ
る
の
で
と

て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。

山
田
さ
ん
・・
私
の
誕
生
日
は
ち
ょ

う
ど
収
穫
時
期
な
の
で
い
つ
も
忘

れ
ら
れ
る
。
で
も
雨
が
降
っ
た
時

は
皆
で
祝
っ
て
く
れ
る
の
で
う
れ

し
い
。
農
業
に
憧
れ
を
持
つ
人
が

増
え
て
い
る
の
で
農
業
を
す
る
人

が
増
え
れ
ば
い
い
し
、
栗
山
に
お

嫁
さ
ん
が
増
え
た
ら
い
い
な
。

　

農
家
の
お
嫁
さ
ん
た
ち
の
グ

ル
ー
プ
『
く
り
や
ま
農
業
女
性

塾
』。
塾
生
は
町
内
外
か
ら
嫁
い

で
き
た
人
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

農
家
の
嫁
（
農
業
女
子
）
と
し
て

活
躍
す
る
4
人
の
塾
生
に
栗
山
の

魅
力
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

材料：玉ねぎ大 2 個（作りやすい分量）

①玉ねぎの皮をむく。※芽がある場合は
取り除くと苦みが減ります。

②半分に切り 6 等分くらいの大きさに切る。
③耐熱皿に重ならないように並べラップ

をする。
④電子レンジ 500W で 10 分加熱する。
⑤皿にたまった汁ごとミキサーに入れる。
⑥水 50cc を加え、ピューレー状になるま

でかくはんして完成！

　　　　 に　聞いてみた！

地域の仲間づくりや情報交換、
基礎学習、視察研修などをメイ
ンに活動しています。参加希望
の方は農業振興公社へご連絡く
ださい（1 期 2 年）

【問い合わせ】農業振興公社（役場内）　☎ 73-2500

山田さん家
ち

の玉ねぎペースト

冷蔵で１週間、冷凍で 2 カ月保存可能
製氷器に入れて冷凍すれば便利！
ドレッシングや納豆、卵かけご飯、焼き肉
のタレ、カレーなど色々使えます。

レシピ公開

ちょこっと

4 月から一緒に
活動しませんか？
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使用期間

支払い期

３月分
検針日

４
１

消費税率  ５％

４月から消費税率が５％から８％に改正されます。
町の使用料などについては上下水道料金が下記のと
おりに変わります。
また、そのほかの使用料などについては改定を行い
ません。

使用料などの扱いについて

4 月分 ５月分

４月分
検針日

５月分
検針日

消費税率  ８％

経過措置期間

※ 4 月１日以降に新規で上下水道の使用を始める場合、経過措置はありません。

口径
上下水道料金

10㎥ / 月 20㎥ / 月 30㎥ / 月

13 ミリ

変更前（5％） 5,350 円 10,096 円 14,968 円

変更後（8％） 5,503 円 10,385 円 15,396 円

影響額 153 円 289 円 428 円

20 ミリ

変更前（5％） 5,688 円 10,434 円 15,306 円

変更後（8％） 5,850 円 10,732 円 15,743 円

影響額 162 円 298 円 437 円

上下水道料
※水道料金と下水道の基本料金および水量料金の合算額

変更あり

おもに

一般家庭

おもに
・水圧を必要

とする家庭
・事業所など

・ごみにかかわる料金
・町営バスの運賃
・各種証明書（住民票・戸籍

謄本・所得証明など）
・給食費
・施設の使用料
・公営住宅の家賃　　　など

◆
投
票
で
き
る
方

　

４
月
６
日
現
在
、
満
20
歳
以
上

（
平
成
６
年
４
月
７
日
以
前
生
ま

れ
）
で
、
昨
年
12
月
31
日
以
前
か

ら
引
き
続
き
町
内
に
居
住
し
、
住

民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る

方
で
す
。
な
お
、
投
票
日
ま
で
に

他
市
町
村
に
転
出
さ
れ
た
方
は
投

票
で
き
ま
せ
ん
。

◆
入
場
券

　

選
挙
権
の
あ
る
方
に
は
、
４
月

４
日
ご
ろ
ま
で
に
「
投
票
所
入
場

券
」
を
郵
送
し
ま
す
。

　

入
場
券
は
大
切
に
保
管
し
、
投

票
日
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
も

し
紛
失
や
当
日
忘
れ
た
方
は
、
投

票
所
の
受
付
に
申
し
出
て
再
交
付

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

◆
期
日
前
投
票

　

投
票
日
に
、
仕
事
や
旅
行
な
ど

で
投
票
が
で
き
な
い
方
は
、
期
日

前
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
宣
誓
書
に
記
入
し
て
い
た
だ

く
だ
け
で
投
票
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
期
日
前
投
票
日
に
お
い

て
20
歳
未
満
の
方
は
、
期
日
前
投

票
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
場
合
、

不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
町
選
挙
管
理
委
員
会

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

○
期
日
前
投
票
の
期
間

４
月
２
日
㈬
～
４
月
５
日
㈯

○
期
日
前
投
票
の
時
間
・
場
所

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

町
選
挙
管
理
委
員
会
室
（
役
場

旧
庁
舎
１
階
）

◆
不
在
者
投
票

○
病
院
・
施
設
に
入
院
・
入
所
中

の
方

　

病
院
に
入
院
や
施
設
に
入
所
し

て
い
る
た
め
、
投
票
所
へ
行
け
な

い
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
や
施

設
に
申
し
出
る
こ
と
に
よ
り
、
そ

こ
で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

○
仕
事
先
・
旅
行
先
で
の
不
在
者

投
票

　

仕
事
や
旅
行
で
町
外
に
滞
在
し

て
い
る
方
は
、
町
選
挙
管
理
委
員

会
に
不
在
者
投
票
の
請
求
手
続
き

を
し
て
、
郵
便
で
投
票
用
紙
な
ど

の
交
付
を
受
け
、
滞
在
先
の
市
町

村
で
投
票
で
き
ま
す
。

○
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

次
に
該
当
す
る
方
で
郵
便
な
ど

に
よ
る
不
在
者
投
票
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
事
前
に
郵
便
等
投
票

証
明
書
の
交
付
手
続
き
が
必
要
で

す
。
お
早
め
に
町
選
挙
管
理
委
員

会
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級（
両

下
肢
・
体
幹
・
移
動
機
能
）、
１
・

３
級
（
心
臓
・
腎
臓
な
ど
の
内

臓
障
害
）、
１
～
３
級
（
免
疫

障
害
）
所
持
者

○
介
護
保
険
の
要
介
護
状
態
区
分

が
、
被
保
険
者
証
要
介
護
５
の

方

◆
投
票
所

町
内
に
は
７
カ
所
の
投
票
所
が

あ
り
ま
す
。
投
票
所
は
次
の
と
お

り
で
す
の
で
、
お
間
違
え
の
な
い

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

投票所名 投票所の場所 対象地域
第１投票所 スポーツセンター 松風 3.4 丁目、中央 3.4 丁目、富士
第２投票所 総合福祉センター「しゃるる」 朝日 2 ～ 4 丁目､ 中里､ 湯地､ 共和 ( 一部 )

第３投票所 カルチャープラザ「Eki」 松風 2 丁目、中央 1 ～ 3 丁目 ( 一部 )、
錦 1 ～ 4 丁目、桜丘 1 ～ 3 丁目

第４投票所 雨煙別公民館 湯地 ( 一部 ) ､ 森、鳩山､ 雨煙別､ 北学田

第５投票所 角田農村環境改善センター 杵臼､ 旭台､ 共和､ 三日月､ 角田､
阿野呂､ 大井分

第６投票所 南部公民館 桜山､ 杵臼 ( 一部 )､ 南学田､ 継立､
日出､ 御園

第７投票所 円山地域文化センター 南角田、円山、滝下

【
開
　
票
】

　
開
票
は
、
投
票
日
の
当
日
、

午
後
８
時
か
ら
栗
山
町
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

立候補予定者説明会

　■日　　時　町長選挙
　　　　　　　３月１３日㈭ １３：３０～
　　　　　　　町議会議員補欠選挙
　　　　　　　３月１３日㈭ １５：３０～
　　　■場　　所　役場新庁舎３階　第１会議室

　■問合わせ　町選挙管理委員会事務局　☎ 72-1362

栗
山
町
長
選
挙
お
よ
び

栗
山
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙

町
長
の
任
期
満
了
（
４
月
11
日
）
に
伴
う
選
挙
お
よ
び
町

議
会
議
員
補
欠
選
挙(

欠
員
１
名)

が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
ま
ち
の
方
向
を
決
め
る
大
切
な
選
挙
で
す
。
あ
な
た

の
１
票
を
生
か
す
た
め
、
棄
権
す
る
こ
と
な
く
必
ず
投
票
し

ま
し
ょ
う
。

投票日は４月６日（日）です

投票時間は７: ００～１９：００
告示日　　4 月 1 日（火）

4 月から消費税率が８％に改正



　町では平成 26 年度、最上位計画とな
る総合計画をはじめ、まちづくりの基
本的な方針を定める各種計画の策定・
見直しを進めます。段階に応じて随時
情報を公開し、町民の皆さんが参加で
きる機会を提供していきます。

①栗山町第６次総合計画の策定 町が進めるさまざまな政策の根拠となる最上位計画です。まちづく
りの基本方針、重点政策などを定める８年の「基本構想」と、産業・
福祉・教育・生活環境など、各分野の政策を定める「基本計画（前
期４年・後期４年）」で構成されるものです。

H26 年度　　6 月 　 7 月　  8 月  　9 月  　10 月 　 11 月  　12 月  　1 月  　2 月　  3 月

・アンケート
　（町民全戸対象）

・懇談会での意見聴取

②栗山町健康増進計画の策定

H26 年度　　6 月 　 7 月　  8 月  　9 月  　10 月 　 11 月  　12 月  　1 月  　2 月　  3 月

策定委員会設置（５月）  ・まちづくり地域
   懇談会での意見聴取

・団体別懇談など健康意識に関するアンケート

国が定める健康増進法に基づき、町民の一人ひとりがそれぞれの望
む「健康」を得ることができるように健康づくりを支援し、それを
継続できるための環境を整えることを目指す計画です。

①栗山町地域公共交通活性化協議会
■協議内容　・町民生活に必要なバスの運行などに関すること
　　　　　　・乗合旅客運送の態様および運賃・料金に関すること　など
■公募人数　２人　（総委員数 25 人）
■期　間　　平成 26 年４月１日～平成 28 年３月３１日　（２年間）
■会　議　　・年１回程度　（平日の昼間開催を予定、60 分程度）
　　　　　　・この会議は原則公開となります
■応募資格　①町内に在住、在勤または在学されている満 18 歳以上の方
　　　　　　②３機関以上の町の審議会・委員会などの委員になっている方は応募できません。
■応募期間　３月３日（月）～ 24 日（月）　必着
■応募方法　・専用の申込書に必要事項を記入し、下記申込先まで提出してください。
　　　　　　・提出は郵送、FAX、E メールでも構いません。　＊申込書は返却しません。　　　
　　　　　　・申込書は下記申込先でお渡ししますが、町ホームページからもダウンロードできます。
■決定方法　申込書による書類選考および面談
■申込先・問い合わせ
　町経営企画課　地域政策グループ　☎ 73-7502　ＦＡＸ　72-3179
　Ｅメール　tiikiseisaku-g@town.kuriyama.hokkaido.jp

②栗山町文化財保護委員会
■協議内容　・文化財の指定に関すること
　　　　　　・文化財の保存および活用に関すること　など
■公募人数　１人　（総委員数７人）
■期　間　　平成 26 年４月１日～平成 28 年３月３１日　（２年間）
■会　議　　・年４回程度　（平日の昼間開催を予定、120 分程度）
　　　　　　・会議１回出席につき 4,000 円の謝礼
　　　　　　・この会議は原則公開となります
■応募資格　①町内に在住、在勤または在学されている満 18 歳以上の方
　　　　　　②３機関以上の町の審議会・委員会などの委員になっている方は応募できません。
■応募期間　３月３日（月）～ 24 日（月）　必着
■応募方法　・専用の申込書に必要事項を記入し、下記申込先まで提出してください。
　　　　　　・提出は郵送、FAX、E メールでも構いません。　＊申込書は返却しません。
　　　　　　・申込書は下記申込先でお渡ししますが、町ホームページからもダウンロードできます。
■決定方法　申込書による書類選考および面談
■申込先・問い合わせ
　町教育委員会　社会教育グループ　☎ 72-1117　ＦＡＸ　72-6522
　Ｅメール　syakaikyouiku-g@town.kuriyama.hokkaido.jp

「情報共有」と「町民参加」のまちづくりを目指しています。

あなたも参加できる！まちづくり

平成 26 年度  策定・見直し予定の
主なまちづくり計画

Plan

素
案
公
表

意
見
募
集

最
終
案

議
会
報
告

【計画期間：平成 27 ～ 34 年度】

まちづくり審議会・委員会【委員の公募】Meeting
町では、町民参加の機会を広げるため、各種審議会・委員会などの公募を推進しています。

info

　　【地域公共交通活性化協議会とは？】
　　   買い物や通院など、町民皆さんの生活に必要なバスなどの公共交通について、効果的で効率的な運行を実現するた
　　   め、公共交通に関わるさまざまな方が集まり協議する団体です。

　　【文化財とは？】
　　 文化財とは、文化財保護法に規定する有形文化財、無形文化財、民俗文化財及び記念物をいい、栗山町では、
　　 小林酒造酒蔵群が国の登録文化財、泉記念館や栗山親子獅子舞などが栗山町指定文化財となっています。

最
終
案

議
会
提
案

総合計画審議会設置（７月）

素案公表

調
査
結
果

の
公
表 審議 / 議決（本計画は議決対象）

⑤栗山町住生活基本計画の策定

H26 年度　　6 月 　 7 月　  8 月  　9 月  　10 月 　 11 月  　12 月  　1 月  　2 月　  3 月

町の住宅・住環境のビジョンの確立とその実現のため具体的な政策
を定めることにより、栗山町らしい住宅・住環境づくりを目指す計
画です。

策定町民委員会設置（６月） アンケート
（町民 1,000 人対象）

最
終
案

議
会
提
案

【計画期間：平成 27 ～ 36 年度】  

調
査
結
果

の
公
表

・まちづくり地域
   懇談会での意見聴取

・団体別懇談など

素
案
公
表

意
見
募
集

④第６期栗山町高齢者保健福祉計画
　・介護保険事業計画の策定

H26 年度　　6 月 　 7 月　  8 月  　9 月  　10 月 　 11 月  　12 月  　1 月  　2 月　  3 月

・まちづくり地域
   懇談会での意見聴取

・団体別懇談など

最
終
案

議
会
報
告

高齢者が住み慣れた地域で自立した生活を営むことができるよう、
介護、医療、生活支援など一体的なサービスを提供していくための
計画です。

【計画期間：平成 27 ～ 29 年度】  

素
案
公
表

意
見
募
集

策定委員会設置（６月） 調
査
結
果

の
公
表

高齢者実態調査（アンケート）実施

③栗山町障がい者福祉計画
　・障がい福祉計画の見直し

H26 年度　　6 月 　 7 月　  8 月  　9 月  　10 月 　 11 月  　12 月  　1 月  　2 月　  3 月

見直し委員会設置 ・まちづくり地域
   懇談会での意見聴取

・団体別懇談など関係団体との意見交換など

障がいのある方が住みなれた地域の中で、より豊かで生きがいのあ
る生活を送れる “ 共に生きる社会 ” の実現のため、自立した社会生
活や社会参加ができるよう総合的に支援する仕組みや体制を築くた
めの計画です。

素
案
公
表

意
見
募
集

最
終
案

議
会
報
告

調
査
結
果

の
公
表

【計画期間：平成 27 ～ 34 年度】  

【計画期間：平成 27 ～ 29 年度】  

◆問い合わせ　町経営企画課地域政策グループ
☎ 73-7502
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古　野　憲次郎
福　永　　　力
藤　原　東　峰
八木橋　義　則
高　畑　芳　行
椛　澤　忠　彦
𠮷　本　信　昭
渡　辺　　　満
秦　　　則　行
畑　　　和　孝
小　谷　　　博
佐　藤　一　英
河　合　榮　三
幅　崎　文　雄
吉　田　義　人
新　井　義　澄
中　井　繁　好
長谷川　　　誠
久　保　則　之
北　村　正　信
山　口　　　博

（敬称略）

一
般
社
団
法
人
栗
山
青
年
会
議
所
の

小
針
一
人
で
す
。

日
ご
ろ
よ
り

当
青
年
会
議
所

の
運
動
・
事
業

に
対
し
ま
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
形

で
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
は
、
明
る
い
豊
か
な
社
会
と

い
う
未
来
を
創
造
す
る
た
め
日
々
活
動

を
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
目
的
実
現

の
た
め
に
は
メ
ン
バ
ー
の
資
質
向
上
も

お
ろ
そ
か
に
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
地
域
か
ら
必
要
と
さ
れ
る

運
動
・
事
業
を
展
開
す
る
た
め
に
、
メ

ン
バ
ー
間
で
意
識
共
有
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
毎
年
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

最
も
大
切
な
も
の
は
目
標
を
実
現
し

た
い
と
い
う
「
想
い
」
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
「
想
い
」
を
形
に
変
え
る
た
め
の

行
動
力
と
、
目
標
を
決
め
た
ら
必
ず
成

し
遂
げ
る
と
い
う
強
い
意
思
を
身
に
付

け
る
と
と
も
に
、
失
敗
を
恐
れ
ず
行
動

で
き
る
メ
ン
バ
ー
へ
と
成
長
す
る
た
め

に
、
こ
の
３
月
に
青
年
会
議
所
メ
ン

バ
ー
を
対
象
と
し
た
会
員
研
修
事
業
を

行
い
ま
す
。

青
年
会
議
所
は
、「
奉
仕
」「
修
練
」「
友

情
」
を
３
信
条
に
掲
げ
、ひ
と
づ
く
り
・

ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
団
体
で
あ

り
ま
す
の
で
、
研
修
事
業
で
受
講
し
た

も
の
を
各
メ
ン
バ
ー
が
吸
収
し
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
自
分
自
身
を
さ
ら
に

成
長
さ
せ
、
こ
の
地
域
に
発
信
で
き
る

よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 �

こ
ん
に
ち
は
！

メ
ン
バ
ー
一
人
ひ
と
り
が
成
長
す
る
た
め
に

 

犬
の
登
録
は
お
済
で
す
か
？

現
在
も
小
型
の
室
内
犬
ブ
ー
ム
が
続
い
て

い
ま
す
が
「
室
内
で
飼
う
か
ら
狂
犬
病
に
は

か
か
ら
な
い
」
と
犬
の
登
録
を
し
て
い
な
い

方
は
い
ま
せ
ん
か
？

犬
の
登
録
は
、
小
型
犬
で
あ
ろ
う
と
大
型

犬
で
あ
ろ
う
と
犬
を
飼
う
人
の
義
務
で
、
狂

犬
病
予
防
法
に
よ
り
生
後
91
日
以
上
の
犬
は

市
町
村
へ
の
登
録
が
必
要
で
す
。
登
録
は
生

涯
一
度
で
す
が
、
狂
犬
病
予
防
注
射
は
毎
年

受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
年
も
4
月
中
旬
に
町
内
を
巡
回
し
な
が

ら
狂
犬
病
予
防
注
射
と
、
犬
の
登
録
を
受
付

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
犬
の
新
規
登
録

登
録
手
数
料
３
０
０
０
円
が
必
要
で
す

■
そ
の
他
、
届
出
が
必
要
な
事
例

◎
登
録
し
た
犬
が
死
亡
し
た
場
合（
死
亡
届
）

◎
登
録
し
て
い
る
犬
が
町
外
へ
転
出
す
る
場

合
（
変
更
届
）
※
新
住
所
地
の
窓
口
へ
本

町
の
犬
鑑
札
票
持
参
し
、
新
住
所
地
で
新

た
な
犬
鑑
札
を
受
理
願
い
ま
す
。

◎
登
録
し
て
い
る
犬
が
町
内
転
居
し
た
場
合

（
変
更
届
）

◎
登
録
し
た
犬
の
飼
い
主
が
変
わ
っ
た
場
合

（
変
更
届
）

※
変
更
届
は
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
届
出
も
可
能

 

き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
に
協
力
を
！

犬
の
散
歩
中
、
飼
い
主
と
し
て
正
し
い
マ

ナ
ー
を
実
践
し
て
い
る
姿
を
よ
く
目
に
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
未
だ
に
マ
ナ
ー
を

守
ら
な
い
心
無
い
方
が
い
ま
す
。
町
民
か
ら

は
、
フ
ン
の
放
置
や
マ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
苦

情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

家
族
の
一
員
で
あ
る
可
愛
い
ワ
ン
ち
ゃ
ん

の
フ
ン
を
放
置
す
る
と
周
囲
の
人
を
困
ら

せ
、不
愉
快
な
気
持
ち
に
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、

犬
に
オ
シ
ッ
コ
を
自
由
に
さ
せ
ま
す
と
不
衛

生
で
あ
り
、
元
気
に
外
で
遊
ん
で
い
る
子
ど

も
た
ち
の
環
境
に
も
影
響
が
あ
り
ま
す
。

住
み
よ
い
き
れ
い
な
ま
ち
に
な
る
よ
う
ワ

ン
ち
ゃ
ん
の
フ
ン
は
必
ず
持
ち
帰
り
、
オ

シ
ッ
コ
も
犬
の
主
動
で
あ
ち
こ
ち
に
マ
ー
キ

ン
グ
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
散
歩
前
に
自
宅

で
済
ま
せ
る
習
慣
に
仕
向
け
、
み
ん
な
が
気

持
ち
よ
く
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
を
し
ま

し
ょ
う
。
散
歩
時
に
は
、
水
を
入
れ
た
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
を
持
参
し
、
万
が
一
、
他
人
の
家

の
門
柱
な
ど
に
排
尿
し
て
し
ま
っ
た
場
合

は
、
そ
の
ま
ま
放
置

す
る
で
は
な
く
、
必

ず
水
で
洗
い
流
す
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

安
全
・
安
心
な
町
を
目
指
し
て

生
活
と
環
境
【
問
い
合
わ
せ
】　
町
環
境
生
活
課
　

環
境
生
活
グ
ル
ー
プ
☎
�
7
5
1
0

松風第一

松風第二

寺 町

松風本町

松風第五

松風第六

松風第七

松風第八

松風第九

二 区

三 区

四 区

五 区

六 区

七 区

八 区

九 区

十 区

十 二 区

北 区

西 区

斎　藤　優　子
太　田　欣　仁
髙　倉　　　淳
木　藤　　　清
村　上　勝　彦
畠　山　和　久
砂　田　正　樹
北　野　春　男
前　田　政　和
梅　津　彌須治
古　林　義　弘
吉　井　光　博
楢　﨑　忠　彦
古　野　廣　子
得　地　辰　則
今　井　　　實
今　　　國　和
圓　成　應　一
西　村　隆　久
北　間　則　之
玉　川　繁　之

南

山 の 手

桜 丘

松 栄

中 央

朝 日

朝日四丁目

栗山農事

中里団地

睦

新 里

と き わ

湯地中央

ふ じ 団 地

みなみ中里

青 葉

道 栄

富 士

中 里

湯 地

森

鳩 山

雨 煙 別

緑 丘

北 学 田

桜 山

杵 臼

旭 台

共 和

三 日 月

阿 野 呂

大 井 分

南 学 田

御 園

南 角 田

円 山

東 山

滝 下

角田町内会連合会

継立町内連合会

日出連合町内会

瀬　尾　正　樹
小　泉　弘　人
小　林　利　衛
北　村　静　夫
金　丸　公　雄
嶋　　　定　二
髙　野　一　裕
亀　田　　　博
田　中　正　夫
堀　江　一　久
白　井　一　也
元　木　　　斎
青　山　正　志
斉　藤　幸　博
大久保　明　義
川　瀬　昭　典
亀　田　　　孝
市　川　耕　一
木　内　勲　雄
草　間　真　性

平成 26 年　新しい町内会長・自治会長が決まりました。
～１年間よろしくお願いします～
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一
昨
年
の
リ
ー
グ

制
覇
か
ら
一
転
、
昨

年
は
リ
ー
グ
最
下
位

に
甘
ん
じ
た
北
海
道

日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
と
我
ら
が
栗

山
英
樹
監
督
。「
北

海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
を
応
援
す
る
栗
山
の
会
」
で
は
札

幌
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
る 

オ
リ
ッ
ク
ス
バ

フ
ァ
ロ
ー
ズ
戦
を
応
援
す
る
た
め
、
バ
ス
観

戦
ツ
ア
ー
を
企
画
し
ま
し
た
。

栗
山
町
の
栗
山
監
督
を
町
民
あ
げ
て
応
援

に
行
き
ま
し
ょ
う
！

◆
日　

時

３
月
30
日
㈰　

午
後
１
時
試
合
開
始

◆
観
戦
場
所

札
幌
ド
ー
ム
Ａ
指
定
席
３
塁
側
（
レ
ギ
ュ
ラ
ー
）

◆
参
加
費

１
人　

５
０
０
０
円
（
非
会
員
大
人
）

※
チ
ケ
ッ
ト
・
交
通
費
を
含
み
ま
す

◆
集
合
場
所
・
出
発
時
間

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

　

午
前
11
時
（
午
前
10
時
30
分
受
付
開
始
）

◆
定
員　
　

60
人
（
先
着
順
・
要
申
込
）

◆
締
切
り　
　

３
月
10
日
㈪　

※
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
を
応
援

す
る
栗
山
の
会
で
は
、
開
幕
戦
以
外
に
も

バ
ス
ツ
ア
ー
や
、
室
内
観
戦
を
企
画
し
て

い
ま
す
。
応
援
バ
ス
ツ
ア
ー
の
優
先
権
な

ど
の
特
典
の
あ
る
会
員
は
随
時
募
集
し
て

い
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
を
応
援

す
る
栗
山
の
会

　

会
長　

高
杉　

文
浩

　

☎
０
９
０
（
８
７
０
６
）
３
８
４
９

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

応
援 

バ
ス
ツ
ア
ー
参
加
者 

募
集

シーズン開幕‼



近
視
が
出
て
き
た
か
ら
視
力
が
低
下
し
た

と
思
っ
て
眼
科
を
受
診
せ
ず
、
メ
ガ
ネ
店
で

メ
ガ
ネ
を
作
っ
て
済
ま
せ
て
い
ま
せ
ん
か
？

こ
れ
は
、
実
は
大
変
危
険
な
こ
と
で
す
。

ヒ
ヨ
コ
に
片
目
だ
け
近
視
の
メ
ガ
ネ
を
つ

け
さ
せ
て
飼
育
す
る
と
そ
ち
ら
が
近
視
に
な

り
眼
球
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
簡
単
に
言
い

ま
す
と
、
近
視
で
な
い
目
に
近
視
の
メ
ガ
ネ

を
か
け
る
と
近
視
が
強
く
な
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
近
視
の
中
に
は
本
当
の
近
視
で
な
い

「
仮
性
近
視
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
眼
球
が
大
き
く
な
ら
ず
に
、
眼
内
の

ピ
ン
ト
を
合
わ
せ
る
の
に
使
う
筋
肉
で
あ
る

毛
様
筋
が
、近
く
を
み
る
の
に
緊
張
が
続
き
、

け
い
れ
ん
を
お
こ
し
動
か
な
く
な
る
状
態
で

す
。（
調
節
痙
攣
と
い
い
ま
す
）
こ
の
状
態

に
な
っ
て
い
る
の
か
い
な
い
の
か
は
メ
ガ
ネ

店
で
は
判
断
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
に
は

眼
科
で
眼
底
検
査
を
し
て
調
べ
な
く
て
は
わ

か
り
ま
せ
ん
。
よ
っ
て
、
視
力
低
下
で
す
ぐ

に
メ
ガ
ネ
店
に
行
っ
て
メ
ガ
ネ
を
作
る
と
本

当
の
近
視
で
な
か
っ
た
の
に
、
本
当
の
近
視

を
作
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
す
。

★
眼
帯
を
付
け
る
と
き
も
注
意
が
必
要

小
学
生
の
低
学
年
の
時
に
、
た
と
え
ば
、

も
の
も
ら
い
が
で
き
た
り
充
血
し
た
か
ら
と

い
う
理
由
で
、
片
目
に
眼
帯
を
す
る
こ
と
は

大
変
危
険
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
小
学
校
の
高

学
年
に
な
る
ま
で
に
、
目
と
脳
の
連
携
が
訓

練
さ
れ
完
成
す
る
か
ら
で
す
。
つ
ま
り
、
こ

の
時
期
に
眼
帯
を
す
る
と
そ
の
訓
練
が
妨
害

さ
れ
、
視
力
の
発
達
を
阻
害
し
ま
す
。
つ
ま

り
は
、
弱
視
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

ど
こ
ろ
か
、
ヒ
ヨ
コ
の
片
目
を
ふ
さ
い
で
飼

育
す
る
と
そ
ち
ら
の
目
が
大
き
く
な
り
近
視

が
発
生
し
て
進
行
し
ま
す
。
同
じ
よ
う
な
事

が
起
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
小
学
生
の

低
学
年
で
の
眼
帯
は
特
別
な
理
由
が
な
い
限

り
は
大
変
危
険
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。

★
ゲ
ー
ム
と
近
視
の
進
行
予
防

さ
て
、
眼
科
医
で
あ
る
僕
の
子
ど
も
た

ち
で
す
が
、
ゲ
ー
ム
に
関
し
て
は
任
天
堂

D
S
は
与
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
時
々
、
携

帯
電
話
に
つ
い
て
い
る
ゲ
ー
ム
を
さ
せ
る
こ

と
は
あ
り
ま
す
が
、
短
時
間
で
や
め
さ
せ
ま

す
。
も
っ
ぱ
ら
ゲ
ー
ム
は
W
i
i
を
テ
レ

ビ
か
ら
３
ｍ
く
ら
い
離
れ
た
と
こ
ろ
で
30
分

と
決
め
て
や
ら
せ
て
お
り
ま
す
。
今
の
と
こ

ろ
視
力
は
良
い
よ
う
で
す
。
た
だ
し
、
書
道

や
そ
ろ
ば
ん
を
習
わ
せ
て
、
ア
ウ
ト
ド
ア
と

い
え
ば
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
く
ら
い
で
す
。
水

泳
は
さ
せ
て
い
ま
す
が
、
今
後
の
近
視
の
発

生
は
あ
り
う
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

発
生
し
た
近
視
の
進
行
を
予
防
す
る
よ
う

な
取
り
組
み
で
す
が
、

○
小
学
生
か
ら
遠
近
両
用
メ
ガ
ネ
を
つ
か
っ

た
り
、
遠
近
両
用
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
を

使
う
。

○
寝
て
い
る
間
に
使
用
す
る
近
視
矯
正
コ
ン

タ
ク
ト
レ
ン
ズ
を
使
う
（
オ
ル
ソ
ケ
ラ
ト

ロ
ジ
ー
）。

○
調
節
麻
痺
剤
の
点
眼
を
使
う
。

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

今
の
と
こ
ろ
日
本
で
は
あ
ま
り
、
実
施
さ

れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
し
ょ
う
。

子
ど
も
に
レ
ー
シ
ッ
ク
と
い
う
近
視
矯
正

の
レ
ー
ザ
ー
治
療
は
ど
う
な
ん
で
し
ょ
う

か
？
と
い
う
質
問
も
よ
く
受
け
ま
す
が
、
近

視
が
進
行
す
る
年
代
に
レ
ー
シ
ッ
ク
を
行
う

と
再
度
近
視
が
進
行
し
て
視
力
が
低
下
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
勧
め
ら
れ
ま
せ

ん
。

★
最
後
に
カ
ラ
ー
コ
ン
タ
ク
ト
に
つ
い
て

最
後
に
、
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
に
関
し
て

で
す
が
、
カ
ラ
ー
コ
ン
タ
ク
ト
は
絶
対
に
お

勧
め
で
き
ま
せ
ん
。

美
容
上
の
問
題
で
使
用
し
た
い
と
い
う
希

望
で
も
、
僕
は
処
方
し
て
い
ま
せ
ん
。
角
膜

に
到
達
す
る
酸
素
の
量
が
、
ど
う
考
え
て
も

カ
ラ
ー
コ
ン
タ
ク
ト
で
は
悪
く
な
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
角
膜
の
中
に
あ
る
細
胞
は
、

減
少
し
た
ら
再
生
し
な
い
細
胞
（
角
膜
内
皮

細
胞
）
で
す
の
で
、
酸
欠
に
な
っ
て
弱
っ
て

し
ま
っ
た
ら
お
し
ま
い
で
す
。
出
所
が
不
明

な
、
カ
ラ
ー
コ
ン
タ
ク
ト
を
安
く
購
入
し
た

い
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
購
入
し
て
ト
ラ
ブ

ル
と
な
り
、
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
を
水
に
つ

け
て
保
存
し
て
い
た
ら
、
コ
ン
タ
ク
ト
の
中

か
ら
色
が
染
み
だ
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
も

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

普
通
の
コ
ン
タ
ク
ト
を
き
ち
ん
と
使
用
し

て
い
て
も
ト
ラ
ブ
ル
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
怪
し
い
コ
ン
タ
ク
ト

を
大
事
な
子
ど
も
に
使
用
さ
せ
る
の
は
、
大

変
危
険
な
こ
と
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。

◆
大
腸
が
ん
検
診
は
お
済
み
で
す
か
？

大
腸
が
ん
は
近
年
急
増
し
て
お
り
、
毎
年

４
万
人
以
上
の
人
が
、
命
を
落
と
し
て
い
ま

す
。
特
に
女
性
で
は
部
位
別
死
亡
率
の
ト
ッ

プ
で
す
。

大
腸
が
ん
は
、
早
期
発
見
す
れ
ば
９
割
以

上
の
人
が
治
り
ま
す
。
し
か
し
、
初
期
段
階

で
は
自
覚
症
状
が
な
く
、
症
状
が
出
て
か
ら

で
は
遅
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
早
期
発
見

の
た
め
に
、
ま
ず
は
手
軽
な
「
大
腸
が
ん
検

診
」
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
！

◆
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
対
象
の
方
は

ご
活
用
く
だ
さ
い
！

左
表
の
対
象
の
方
に
、
が
ん
検
診
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
が
ん
検

診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
有
効
期
限
は
、
3
月

31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

対
象
の
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
が
ん
検

診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

◆
３
月
は
大
腸
が
ん
の
啓
発
月
間
で
す

町
で
は
大
腸
が
ん
検
診
の
啓
発
の
た
め
、

町
内
公
共
施
設
・
医
療
機
関
に
、
大
腸
が
ん

検
診
啓
発
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
設
置
と

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
掲
示
い
て
い
ま
す
。

お
近
く
の
公
共
施
設
・
医
療
機
関
に
お
立

ち
寄
り
の
際
は
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い

お
子
さ
ん
の
予
防
接
種
履
歴
を
確
認
す
る

と
と
も
に
、
受
け
忘
れ
の
無
い
よ
う
、
早
め

の
接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。

※
各
予
防
接
種
は
対
象
年
齢
を
す
ぎ
ま
す
と

全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

種類 生年月日

大腸がん
（男・女）

乳がん
（女性のみ）

昭和 47 年 4 月 2 日～昭和 48 年 4 月 1 日
昭和 42 年 4 月 2 日～昭和 43 年 4 月 1 日
昭和 37 年 4 月 2 日～昭和 38 年 4 月 1 日
昭和 32 年 4 月 2 日～昭和 33 年 4 月 1 日
昭和 27 年 4 月 2 日～昭和 28 年 4 月 1 日

子宮頸がん

（女性のみ）

平成  4 年 4 月 2 日～平成  5 年 4 月 1 日
昭和 62 年 4 月 2 日～昭和 63 年 4 月 1 日
昭和 57 年 4 月 2 日～昭和 58 年 4 月 1 日
昭和 52 年 4 月 2 日～昭和 53 年 4 月 1 日
昭和 47 年 4 月 2 日～昭和 48 年 4 月 1 日

受
け
て
安
心　

が
ん
検
診
！

予防接種の種類 対象者 接種時期

麻しん・
風しん混合

（MR）ワクチン

1 期 満１歳～２歳
未満

２歳になるまで
の間

2 期
５歳以上７歳
未満で小学校
就学前１年期

3 月 31 日まで

二種混合
（ジフテリア・破傷風） 小学校６年生 3 月 31 日まで

四種混合
不活化ポリオ

追加
接種

生後 3 月～
90 月未満

初回接種３回目
終了後、１年か
ら１年半の間隔
をおいて

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

子宮がん
乳房がん

肝臓がん

大腸がん
胃がん

気管・気管支
および肺がん

（人）

昭
和
25
年

昭
和
55
年

平
成
12
年

平
成
24
年

がんの主な部位別死亡者数の年次推移

健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

～
く
り
や
ま
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
の

期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
～

予
防
接
種
の
受
け
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

「
く
り
や
ま
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
」
は

特
定
健
診
や
各
種
が
ん
検
診
の
受
診
、

健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
主
催
事
業
へ

の
参
加
な
ど
で
ポ
イ
ン
ト
を
た
め
、
素

敵
な
賞
品
と
交
換
で
き
る
事
業
で
す
。

昨
年
７
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
く
り

や
ま
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
や
栗
夢
プ
ラ
ザ
の

商
品
と
交
換
で
き
る
こ
と
で
、
好
評
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

く
り
や
ま
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
の
ポ
イ

ン
ト
・
賞
品
交
換
券
の
期
限
は
３
月
31

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

期
限
を
す
ぎ
ま
す
と
、
交
換
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
が
た
ま
っ
て
い
る
方
、
賞

品
交
換
券
を
お
持
ち
の
方
は
、
交
換
忘

れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

家族で増やそう元気な

からだとマイレージ！
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ealth     H
ealth     Health     Health     Health     H

eal
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【問い合わせ】　
　町地域医療・保健対策室
　☎ 73-2256
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健康のコラム

13 広報くりやま   2014. 3 12

▪ がん検診無料クーポン券対象年齢

▪ 忘れやすい予防接種

栗山さいとう眼科　院長 齋藤　秀文　

厚生労働省「2012 年人口動態統計」より


